
れいわ６ねんど こうべしりついけだしょうがっこう １ねんせい 

 
 

 まちにまった なつやすみが はじまります。たのしいことや、やってみたいことが た

くさんあることでしょう。なつやすみにしかできないことも あります。おもいでにのこる 

なつやすみにするためにも、しっかり けいかくを たてて すごしましょう。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 

～きそく ただしいくらし～ 
 

・はやね・はやおき・あさごはんを つづけましょう。 

・あさのすずしいうちに、がくしゅうをしましょう。 

・インターネットやゲームは、おうちのひとと ルールをきめましょう。 

・じぶんにできる おてつだいを、つづけましょう。 

 

 

～あんぜんなくらし～ 

いのちを まもるために 
＜こうつうルール＞ 

・じてんしゃの のりかたなど、こうつうルールをまもります。 

（ヘルメットをかぶります。） 

・どうろでキックボードにはのりません。 

 

＜あそびかた＞ 

・でかけるときは、おうちのひとに「だれと」「どこへ」「なにをしに」「いつかえる」

をつたえましょう。やくそくした じかんには、いえにかえりましょう。 

・きけんなばしょへいったり、きけんなあそびはしません。 

・みずあそびや はなびは、おとなと いっしょにしましょう。 

・しらないひとに ついていかない。こえをかけられても へんじをしない。 

 

トラブルに巻きこまれないために 
・ものやおかねの かしかりはぜったいにしません。 

・おとながいない いえでは、あそびません。 

・こどもたちだけで、とおくへでかけたり、かわやうみにはでかけません。 



～なつやすみのじぶんがくしゅう～ 

 

※さくひんてんや こんくうるにだすことができるものがあります。くわしいことは、 

べつのかみにかいています。 

～ 

～おしらせ～  
☆かきじゅぎょうび  ８がつ３０にち（きん） 

 もちもの 

れんらくちょう、ふでばこ、したじき、すいとう じぶんがくしゅう（ぜんぶ）、 

うわぐつ、あかしろぼうし、ぞうきん ２まい（なまえはいらないです。） 

こくご・さんすうのようい （えぷろん） 

げこう  1２じごろ 

☆２がっきのしぎょうしき  ９がつ２にち（げつ） 

 げこう  １３じ３０ぷん ごろ 

 

※うえきばちはいえでほかんしておいてください。 

もってくるひは、ごじつれんらくします 

★ かならず する がくしゅう（ぜんいんする） 

①  
こくご・さんすうぷりんと 

（１０にちぶん） 

１にち こくご・さんすう １まいずつすすめましょう。 

おわったら まるつけをしてもらいましょう。 

②  えにっき １まい なつやすみの おもいでを かきましょう。 

③  がっきれんしゅう 「こどもの かーにばる」 のれんしゅうを しましょう。 

④  
あさがお かんさつ 

   ２まい 

１まいめ 「はながいっぱいさいたよ」 ８がつ ６にち まで 

２まいめ 「み（たね）を みつけたよ」８がつ２７にち まで 

⑤  じゆう けんきゅう 
どくしょかんそうぶん・こうさく・え・せいかつかのけんきゅう 

※どれか１つは かならずやりましょう。（たくさんしてもOK） 

⑥  ふくしゅう 
ひきざん・たしざん・ひらがな などの べんきょうをしましょう。 

※らいんず eらいぶらりや けいさんかあどを つかいましょう。 

★じゆう がくしゅう（すすんで とりくんでみよう） 

①  どくしょ たくさん ほんを よみましょう。 

②  たぶれっと あさがおや いきものの しゃしんを とりましょう。 

③  うんどう こうえんなどで からだを しっかりと うごかしましょう。 

④  おてつだい おてつだいを すすんで しましょう。 

 


